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子育て支援体制について

子育て支援課

こども育成相談
センター

・発達や子育てに関する
相談・助言
・情報提供
・親子での通所
・あそびの指導
（個別指導・集団指導）
・ことばの相談
・保護者への啓発と支援
・関係機関との連携・連
絡・協働(小・中学校への
つなぎ) など

・所長（保健師） １名
・保育士 ６名
・臨床心理士 １名
・専門指導員 １名

子育て応援ステーション

『かがっこネット』

利用者支援事業
・妊娠・出産・子育て期
に関する相談
・支援のコーディネート
・助言
・情報収集・提供
・ 関 係 機 関 と の 連 携 等
要保護児童等の支援
・児童虐待通告窓口
・要保護児童等の早期発
見と適切な支援

・所長（保健師）１名
・保育士 １名
・社会福祉士 １名
・家庭相談員 ２名
・事務職員 １名
・臨時事務職員 １名

保育係

・保育園・認定子ども
園・幼稚園入園に関す
ること
・保育料
・特別保育

（一時・短期）
・栄養指導
・子育て支援機関情報

など

保育園
認定こども園

幼稚園
子育て支援センター

児童家庭係

・児童手当
・児童扶養手当
・子ども医療費助成
・不妊治療費助成
・学童クラブ
・児童センター
・ひとり親家庭の助成

など

学童クラブ
児童センター

健康課(保健ｾﾝﾀｰ)

母子保健係

健康増進係

母子保健事業
・母子手帳交付
・妊産婦・乳幼児
健診、予防接種
・訪問指導 など
利用者支援事業
・妊娠・出産・子
育て期に関する相
談など

・特定検診
・がん検診
・自殺予防
・健康教育 など
（食生活改善）

かが交流プラザさくら１階

連携
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2015～2017 子育て安心パッケージ

育児休業明けの職場復帰
も安心
年度途中の入園希望に
応えます

途中入園受入

親子の愛着形成をｻﾎﾟｰﾄ

4か月半健診時に絵本を
プレゼント

親子ｽﾏｲﾘｰﾈｯﾄ

子どもたちが夢と希望を
もって成長できる環境を
貧困対策として実施する
事業に助成

子ども未来基金

子だくさん
ファミリーに朗報
第3子以降の学童保育料、
学校給食費無料化

妊娠から育児まで全力で
ｻﾎﾟｰﾄ
保育士､保健師､社会福祉
士が子育てを応援

天候に左右されない楽し
い遊び場を整備
中央公園体育館を楽しい
遊び場に改修

県内
初!

第3子ﾌﾟﾚﾐｱﾑ応援 子育て応援ｽﾃｰｼｮﾝ

県内
初!

楽しい遊び場整備

こ ど も た ち の 健 康 を
願って
18歳の年度末まで、
医療費の窓口無料

こども医療費助成

出産がんばれ～の応援
エール
お子さん1人あたり、
1万円の準備金支給

出産準備手当

おじいちゃん、おばあ
ちゃんのｻﾎﾟｰﾄで安心
同居・近居の増改築の
費用を30万円助成

3世代同居近居支援

県内
初!

県内
ﾄｯﾌﾟｸ

ﾗｽ

【2015】
①1万円引下げ
②第3子無料化 等

【2016】
①低所得

第2子無料化
②低所得ひとり親

第1子半額 等

【2017】
9月から
同時入園の

第2子無料化 等

保 育 料 軽 減

2016

2015

2017

県内
ﾄｯﾌﾟｸ

ﾗｽ

県内
初!

県内
初!
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保育料第2子無料化

県内で最も家計にやさしい保育料です。

【平成26年7月】
①所得税課税世帯を一律1万円引き下げ ②ひとり親の市民税非課税世帯を無料化
③小中学生のいる世帯のうち1番目の園児の保育料を定額の85%に減額
【平成27年4月】
①18歳までの児童がいる世帯の第３子以降の保育料を無料化
②18歳までの児童がいる世帯のうち1番目の園児の保育料を定額の85%に減額
【平成28年4月】
①(低所得)多子世帯の第2子の保育料を半額、第3子以降の保育料を無料化
②(低所得)ひとり親世帯等の第1子の保育料を半額、第2子以降の保育料を無料化
【平成28年11月】
①(低所得)多子世帯の第2子の保育料を半額 ⇒ 無料化

◎ 引下げの経過

41,785千円 ※平成29年9月から実施
①同時入園第2子 半額 ⇒ 無料化
②18歳までの児童がいる世帯のうち1番目の園児 15%減額 ⇒ 半額

◎ 平成29年度軽減相当額
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